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特集
失語症は言語によるコミュニケーションを障害するため、看護師が患者さんとかかわるのがむずかしくなる原因となります。

脳の障害される部位によって症状が異なり、患者さんによって症状の差が大きいため、失語症についてよく理解したうえで

看護師は患者さんと会話する必要があります。一方で、看護師が患者さんと話すことで患者さんへの刺激となり、回復を助

けることから、看護師が適切にかかわることが重要です。そこで本特集では失語について、種類ごとに患者さんへどうかか

わればよいかを解説します。

〈総論〉

失語症の種類と特徴

脳の画像から見る失語症

失語症の検査

失語症のリハビリテーション

〈各論〉
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読者ターゲット リハビリテーションにかかわるナース、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士などの

コメディカルスタッフ

ＡＤポイント リハビリナースでは、摂食・嚥下リハビリ、病棟リハビリ、地域連携、患者さんの

全身管理などについて、さまざまな角度から取り上げます。
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西広島リハビリテーション病院看護介護部主任

株式会社エムネス・脳神経内科医師

運動性失語の患者さんへのかかわりかた

感覚性失語の患者さんへのかかわりかた

コミュニケーションツールの活用

看護の視点からみた失語症

軽度の失語症をもつ患者さんへのかかわりかた

全失語の患者さんへのかかわりかた
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一般社団法人是真会医療安全管理部長
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県立広島大学保健福祉学部保健福祉学科コミュニケーション障害学コース

学科長／コース長／教授

西広島リハビリテーション病院看護介護部副部長／看護師長
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